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SummaI ツ

　Effects　of 　temperature 　and 　photopeliod　on　the　development　of 　inflorcscences　were 　investigated　with
one

−
year

−
old 　everbea τing　strawberry （Fragaria × anana ∬ a　Duch．）

‘Summcrbefrゾ plants．　When
pla煎 s　were 　grown　at　20！15 ℃ and 　25120℃ ，more 　inflorescences　developed　under 　a　24− hエ thall　under

an　8−hr　photopeliod．　At　 30125 ℃ ，the　development　of　inflorescences　ceased 　 under 　 an 　8− hr

photo− period　buロ he　development　of 　axillary 　in且orescences 　witbout 　 a　foliage　leaf　was 　promoted
under 　a　24 −hr　photope【iod．　The　results 　indicate　that‘Summelberrゾ plants　aro 　quantitative　long−day
plauts　at　20！15　and 　25120 ℃ and 　qualitative　long−day　plants　at　30！25 ℃ ，
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緒　　言

　 イ チ ゴ の 四季成り性品種 は圃場で の 春か ら秋 に わた る

栽培期間を通 して 開花す る こ とが知 られ て い るもの の ，温

度 と 日長が制御され た条件下に お け る花房発生を経時的

に報告 し た例は少な い （Smeets，
1980）．　Smeets（1980）の

報告で は 二年生苗が 供試され て い るが，四季成り性イ チ

ゴ の 花芽形成は 苗齢 の 影響 も受 け る こ と が 知 ら れ て い る

（泰松 ら，1991；高野 ・常松 ， 1993），著者ら は，既報 （西山

ら，1998）に お い て，四季成り性イ チ ゴ の 休眠期 に おけ る

温度 と 日 長 が 花房発生 に 及 ぼ す 影響 を調 べ た の で
， 本実

験で は
一
年生苗の花房発生 の 経時的変化 に及 ぼ す温度 と

日長 の 影響 に つ い て 調 べ た，

材 料 お よ び 方 法

　材料 に は イ チ ゴ の 四 季成 り牲品種
‘
サ マ

ーベ リーt

（Fragaria× ananassa 　Duch ．）を供試 した．露地 の 圃場 で

生育 さ せ た 親株 か ら発生 した ラ ン ナ ー苗で ，1995年 6月

18 日 に 本葉が 4−5枚展開 した 子株を ラ ン ナー
で 親株 と連

結 し た まま直径 18cm の 素焼き鉢 に 鉢受 け した．用土 の 種

1998年 3月6 日　受付．1998年 6月 19 日　受理，
i
現 在 ：日本学術 振興会特別研究員

類，基肥，追肥 ，灌水は，既報（西山ら，1998）と 同様 に 行

っ た．

　7月 6 日に 子株を親株か ら切 り離 し，露地 で継続 して 生

育さ せ た後，7月 12 日か ら自然光型 フ ァ イ ト トロ ン 3台
を 用 い て 温度 ・日長処理 を開始 した ．6 時一18 時の 温度

！18時 〜翌 日の 6時 の 温度を 20115℃，25／20℃ ，30125

℃ に 設定 し，そ れ ぞ れ に 8時間日長区 と 24時間 日長区を

設け た．8時間 B 長区で は 9時か ら 17時 まで 自然光 と し ，

17時か ら翌 日 の 9時ま で シル バ ー
ポ リフ ィ ル ム で遮光 し

て 暗黒と した．24 時間 日長区で は 昼 は 自然光と し，夜間

は 1m の 高さか ら 100W の 白熱電球で株の直上 の 明 るさ

が 7．3− 13．8 μmoi ・m
’2 ・s

“1
（30．5−−67．O　lx）に な るように

連続照明 した．

　温度 ・日長処理開始後，一
っ の花房 の 中で 1花以上 の 花

が咲い た花房の数 （開花花房数 ）と展開 した 葉の 数を処理

開始後 16週目の 11月 1 日ま で 1週間ご と に 調査 した．調

査時に，発生 して い た 開花花房とラ ン ナ ーを切除 した．な

お，1995年 5月か ら二 年生苗を供試 して行 っ た 予備実験

で，30125℃ ・24 時間日長で 生育 させ た株に お い て，腋

芽が葉を着生 しな い 花房と して 発達 し，側枝 が 発達 せ ず，

新葉が展開 せ ず に 枯 れ上 る現象が 認 め られ た こ とか ら， 本

実験で は枯れ上が りを防ぐ こ とを 目的 として ，温度 ・
日

長処理開始後 に 発生 した 側枝 の 摘除は 行 わ な か っ た．側
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枝は ， 発生 した順に第一次 ， 第二 次 ， 第三 次，＿側枝と

呼んだ．なお，処理 開始時に は供試株に花房 も側枝も認

め られ な か っ た，

　と こ ろ で ， イ チ ゴ の 各葉腋に ある腋芽は，葉を着生 し

な い 花房，側枝，ラ ン ナ
ー

の い ずれ か に発達 す る．一
般

に，ク ラ ウ ン （主枝 ）の 頂部 に 着生 した花房は頂花房，側

枝の 頂部に着生 した花房は腋花房 あるい は側花房 と呼ば

れ て い る，本報で は，既報 （西山 ら，ユ998）と同様に ， 側

枝 の 頂部に着生 した花房 と腋芽が葉を着生 しな い で 発達

した花房を区別して ，後者を 「葉無着生腋花房」と 呼 ぶ こ

とに した．ま た，側枝の 頂部に花房が着生す るまで に展開

した葉数を側枝 の 葉数 と して 示 した．更に，腋花房を着

生 した側枝上 の 葉無着生腋花房数を側枝上 の 腋芽数 で 割

っ た値の 百分率 に つ い て は側枝 の 葉無着生腋花房発生率

と し て表 した．各処 理区 に 3株 ず っ 供試 した ．

結　　果

　花房の発生 と 1側枝当た りの 葉数 に 及 ぼ す温度と 日長

の 影響を第 1表に示し た．1株当た りの 頂花房数と腋花房

数 の 合計，葉無着生腋花房数 開花花房の 総数 は，日長

時間が同じ場合，温度処理 間で有意差が認め ら れなか っ

た が，温度が同 じ場合，8時間 日長区よ り 24時間日長区

で多か っ た ．開花花房 の 総数 に 対す る葉無着 生腋花房数

の割合は 30125℃ ・24時間 日長区 で 最 も高か っ た ．側枝

の 葉無着生腋花房発 生率は 30／25 ℃ ・24時間日長区で最

も高 く，腋芽の約半分が葉無着生腋花房 と して 発達 して

い た ，1側枝当た りの葉数の平均値は 20115℃ ・8時間日

長区 と 25！20 ℃ ・8時間日長区で多か っ た．30125℃ ・8時

間日長区で は腋花房を着生 しな い 側枝が 21．7 ％ 認 め られ

た こ とか ら，腋花房 が 発達 した側枝と発達 しなか っ た側

枝 に 分 けて 示 した．そ の 結果，腋花房を発達 しな か っ た

側枝 が処理開始後 16週 目まで に展開し た 1側枝 当た りの

葉数は 9．2枚と，処理 区の 中で最も多 か っ た．

　処理期間中に 開花 した花房の 数を 4逓 間ず つ 合計し，1

株当 た りの 開花花房数と して第 1図に示した．20115℃ と

25／20 ℃ の 場合，8時間日長区，24時間 日長区 ともに，処

理期間を通 して 開花花房 が 認 め られ た．30125℃ の 場合，
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Fig．1．　Effec駐s　of　temperature 　and 　photoperiod　on 　the　number 　of

　　　flowered 　infiorescences （tmsses ）per　plant．　The　trusses

　　　were 　counted 　every 　four　weeks ．　Vertical　bars【epresent

　　　SE （means 　of　3　plants），　One　of 　three　plants　dieCl　d面 ng

　　　the　treatment　 at　30125℃ under 　24−hr，　but　the　data　are

　　　shown 　as 　the　averagc 　of 　three　plantS．

Table　l．　EffeCts　of 　temperature 　and 　photoperiod　en 　reproductive 　growth　ofeverbearing 　strawberry
‘Summer1〕errゾ plantz．

　 DayfNight　　　Photoperiod

Tempefature （℃ ）　　 （hr）

Number 　ofinfioresoenoes 　per　plant
Rate　ofAn ｝

y

Tly＋Alay （A ）　　 Alby （B） Tota1（A ＋B）
B！A ＋B　　　development

　　　 　　　（％）
xNurnber

　ef　leaves　per
branch　crown

20115

25／20

30125

8

餌

8

鱗

8

鱗

6，3 ± 0，gw　　　　4，0 ± 1，0

19．0 ± 3．1　　　　 7．7 ± 0．9

12，7 ± 1，8　　　　4．3 ± 0．3
15．7 ± 1．3　　　　ユ0，7 ± 15

7，0 ± 1．5　　　　 33 ± 0．9

11．0 ± 2．9　　　　1LO ± 2．5

10．3 ± 0．7

26．7 ± 3，9

17、0 ± 2．1

26，3 ± 0．9

10．3 ± 2．3

22．0 ± 5．3

0．390

．290
．260

．410

．320

．50

20，016

，910
．036

．426348

．4

4．1± 0．52
．2 ± 0，1

3．5 ± O．42

．0 ± 0，02
．1 ± 0，1 （9．2 ± 2．8v ）

2ユ ± 0．1

Sign 董ficanceU

　Temperature

　Photoper 重Qd

　Temperature× Photoperiod

S
＊

N

●

NS

NS
零 ＊

NS

NS
＊ 率

NS

xTh
【ee 　plantS　were 　grown　under 　each 　controlled 　environment 　for　16　weeks 、　One　of 　three　plants　died　during　the　treatment　ai　30！25℃

undcr 　24 −h【，　but　the　data　are 　sbown 　as 　thc　average 　of　three　plants．
m ：Teminal 　ln且orescence 　on 　the　main 　shoot ；A夏a ：Axillary　in且orescence 　which 　formed　on 　latefal　branches；A【b：Axillary　in且orescence

which 　devGloped加 m 　subtended 　axillary 　buds　without 　a　fo墅iage　leaL
x

（AIb！a皿axillary 　buds　which 　were 　initiated　from　axil 　of　the　flowered　branch　crowns ）× 100．　All　axillary 　buds　is　the　tetal　number 　ef　Aft〕，
branch　crowns

，
　runners 　and 　undeveloped 　ax 皿lary　buds，

wMean
± SE （Means 　of　three　plants）．

vNumber
　of 　leaves　in　branch　crowns 　which 　did　not 　have　an　inflorescen  in　its　axi1．　 Such　branch　crowns 　were 　ebserved 　in　second 　and

higher　blanch 　crowns ．
u ＊，寧 ＊ alld　NS 　indicate　significance 　at　P ；0．05

，
0，01　and 　nonsignificance

，
　respectively ．
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Fig．2．　Effects　Qf　temperature　and 　photoperied　on 　the 　number 　of

　　　expanded 　leaves　per　plant．　The　leaves　were 　counted 　every

　　　four　weeks ．　Vertica且bars　represent 　SE （means 　of 　3　plants）．

　　　One 　of 　three　plants　djed　during　the　treatment　at 　30t25℃

　　　under 　24
−hr，　but　the　data　are　shown 　as 　the　average 　of

　　　three　plants．

8時間日長区 で は処理開始後 8週 目に最大に達 した後は減

少し，処理 開始後 13−・16週 目 は 開花花房が 認 め ら れ な か

っ た．24 時間 日長区で は処理 開始後 8週目まで 急激に増

加し た が ，その 後 は 減少 し続け た．

　処理期間中 に 展開した 葉の 数を 4週間ずつ 合計 し，1株
当 た りの 展開葉数 と して 第 2 図 に 示 した ，20！15℃ と

25／20℃ で は，8 時間 日長区 で も 24 時間 日長 区で も処理

期間を通 して 新葉が 展開 し続けtc．30125℃ の 場合，8時

間 日長 区 で は新葉が展開 し続けた が，24時間日長区 で は

処理開始後 8週 目に最大に達 した の ち減少 し続けて ，処理

開始後 16週 目に は供試 した株す べ て が 枯死 した．

考　　察

　四季成 り性イ チ ゴ の 花芽形成 に 及 ぼ す温度と 日長の影

響 に っ い て，25120℃ や 26 ℃ ま で の 温度で は 日長 に か

か わ らず 安定 して 花房 が 発達す る こ と が報告さ れ て い る

（施山ら，1989；Smeets，1980）．
‘
サ マ

ーベ リー’
の
一年生

苗 を供試 し た 本 実験 に お い て ，20115℃ と 25120℃ で

は，8時間日長 で も 24 時間 日長で も花房が 発達 す る と と

もに，花房数が 24 時間日長で 多 く，1側枝当 た りの 葉数

が 24時間日長 で 少なか っ た こ と は，
‘
サ マ

ーベ リ
ーコ

は 量

的長日 性 で あ る とい う泰松 ら （1991）の 報告 と一
致す る．

　そ の
一

方で ， 四季成 り性イ チ ゴ の 花房 の 発生，あ る い

は 花芽形成が高温 に よ っ て 抑制さ れ る こ と も知 ら れ て い

る （Dumer ら，　 1984；泰松 ら，1991；施山ら，1989）．本実

験で も，30125℃ の 場合，8時間 日長で花房の 発生が 4週
間 に わ た っ て 停止 した こ と、さ ら に，処理開始後 20週 目

に株を実体顕微鏡下 で 分解調査 した と こ ろ，「発育停止花

芽」 （熊倉・宍戸，1995）は 認め られ な か っ た こ とか ら，
‘
サ

マ
ーベ リー’

は 高温
’
短 日 で花房発 生 が 完全 に 停止す る も

の と見 ら れ た ．一
方 ，

24 時間日長 で は，花房の 発生が著

しく増加 した こ とか ら，
‘
サ マ

ーベ リ
ー’

は 高温 ・長 日 で

花房発生 が 著 し く促 進さ れ る もの と見 ら れ た ．

　以上 の 結果，
‘
サ マ ーベ リー’

の
一年生苗は 20115℃ と

25120℃ で 栽培す る と花房発生 に 関 して 量 的長 日性を 示

す が，30125℃ で 栽培 す る と 8時間 と 24時間の 間に花房

発生 の限界日長を もつ 質的長 日植物 の 反応 を示す もの と

考え られ る．こ の 反応は，休眠期 の 苗 で 調 べ た結果 （西 山

ら，1998）と一
致 した ．

　なお，30125℃ ・24時間日長区で処理開始後 9週 目以

降に花房数と 展開葉数 が 減少 した の は ， 葉無着生腋花房

の 発生が増加 した こ とに よ り， 展開葉数 と腋芽数が減少

して，そ れ 以上 の 生長 が 出来な くな っ た た め で あ る，

摘 　　要

　四季成り性イ チ ゴの
‘
サ マ

ーベ リ
ー’

を供試 して ，16週

間 に わ た る 温度 と 日長が花房の 発生 に 及 ぼ す影 響を調 べ

た．その 結果，昼温 1夜温 が 20115℃ と 25120℃ の 場合，
8 時間 日長 で も 24時間日長で も処理期間を通 して 開花花

房が認 め られ た ．30125℃ の 場 合，8 時間日長で は開花

花房が全 く認め られな くな っ た．一
方，24時間日長 で は

葉無着生腋花房の 発達が著 しく促進 さ れ た．以 上 の 結果，
‘
サ マ ーベ リー’

は 20115℃ か ら 25120℃ の温度域で は花

房の発生に つ い て 量的長日植物の 反応を示 し，30125℃

で は質的長日植物の 反応 を 示す もの と考え られ た．
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